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令 和 ２ 年 ２ 月 ２ ８ 日 

 

令和元年度病害虫発生予報 第８号（３月予報） 
 

今月の発生に注意を要する病害虫 

作物名 病害虫名 発生時期 発生量 

 

イチゴ 

うどんこ病 やや早い やや多い 

灰色かび病 平年並 やや多い 

アブラムシ類 やや早い やや多い 

ハダニ類 平年並 やや多い 

ホウレンソウ ホウレンソウケナガコナダニ 平年並 多い 

 

近畿地方太平洋側の向こう１か月（2/22－3/21）の気象予報では、気温は平年より高

い確率が 80%、降水量は平年並か少ない確率がそれぞれ 40%、日照時間は平年並か多い

確率がそれぞれ 40%と予想されています。 

 
 農薬のラベルの記載事項の遵守と使用履歴の記帳、農薬の飛散防止、適正な保管管理
等を徹底しましょう。 
 

 
 農薬のラベルに記載された適用作物名について、思い込みや読み違いによる誤使用が 
起こる可能性があります。以下のような作物間ではいずれも農薬登録内容が異なります
ので、特に注意して下さい。 
 ○トマトとミニトマト 
 ○ピーマンとシシトウ 
 ○実えんどう（未成熟な種子を収穫するもの）とさやえんどう（未成熟なさや付き豆

を収穫するもの）とえんどうまめ（成熟した種子を収穫するもの） 
 ○さやいんげん（未成熟なさや付き豆を収穫するもの）といんげんまめ（成熟した種

子を収穫するもの） 
 ○ネギとワケギ 
 
 その他、判断に迷った場合には、気軽に各農林振興事務所または病害虫防除所へお尋
ねください。 

 

 

※農薬に関する情報は、令和 2 年 2 月 25 日現在の登録内容に基づいて記載しています。 

 

Ⅰ．野菜類 

１．イチゴ 

（１）うどんこ病 

予報内容  発生時期：やや早い  発生量：やや多い 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生ほ場率 18％、平均発病果率 0.6％でした。 

2) 暖冬のため菌密度が高まっていると予想されます。 

3) 今後気温が高く推移することで病勢が急速に進展する恐れがあります。 

防除上の注意事項 

1) 薬剤の防除効果を高めるため、発病果および果房等の伝染源は、見つけ次第、直ちに

除去し、埋没等により処分します。 

2) 薬剤耐性菌の出現を防ぐため、同一系統の薬剤を連用しないようにします。 

3) 薬剤散布前には古葉かきを行い、葉裏まで薬剤が付着するように動力噴霧器の圧力を
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1MPa 程度にして丁寧に散布します。薬剤散布の２～３日後には、葉裏の白色の菌そう

を確認し、防除効果が劣る場合は、他の系統の薬剤に切り替えます。 

            

（２）灰色かび病 

予報内容  発生時期：平年並  発生量：やや多い 

予報の根拠               

1) ２月下旬の巡回調査では、発生ほ場率 55％、平均発病果率 1.5％でした。 

2) 冬期の天候不順により、菌密度が高まっていると考えられます。 

3) 今後も内張りを除去するまで、降雨等により発生が拡大する恐れがあります。 

防除上の注意事項 

1) イチゴ後作のトマトでは、イチゴ残さで増殖した病原菌がトマト下葉で発病し、果実

被害が発生します。１段目果房の開花期から幼果期までが特に感染しやすいので、定

植後の初期防除を徹底します。 

2) 曇雨天が続きハウス内が多湿になると、多発しやすいので、ほ場排水の徹底と日中の

換気に努めます。 

3) 発病した果実や葉は伝染源となるため、直ちにハウス外に持ち出して処分します。 

4) 薬剤耐性の発達を防止するため、同一系統の薬剤を連用しないようにします。 

 

（３）アブラムシ類 

予報内容  発生時期：やや早い  発生量：やや多い  

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生ほ場率 18％、平均寄生株率 0.9％でした。 

2) 冬期の気温が高く推移しているので、今後飛び込み量が急増する可能性があります。 

防除上の注意事項 

1) 今後、気温の上昇にともなって換気回数が増えることから、施設内へのアブラムシ類

の侵入機会が増加します。 

2) ミツバチ、マルハナバチ放飼ハウスでは、ハチに対する安全期間を確かめて防除を行

います。 

3) ネオニコチノイド系薬剤に対して感受性が低下したワタアブラムシが発生していま

す。薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統の薬剤を連用しないようにします。薬剤の

効果が低い場合には、各農林振興事務所または病害虫防除所にご相談ください。 

4) ハダニ防除にカブリダニ製剤を導入しているイチゴハウスでは、カブリダニ類に影響

の小さいウララＤＦまたはチェス顆粒水和剤を使用します。 

 

 

（４）ハダニ類 

予報内容  発生時期：平年並   発生量：やや多い 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生ほ場率は 72％、平均寄生株率は 14％とやや多い発生

でした。 

2) 今後、気温の上昇にともなってさらに増加が見込まれます。 

防除上の注意事項 

1) 発生の多いほ場では、古葉かきを行ったうえで、葉裏に薬液が付着するよう薬剤散布

します。なお、取り除いた古葉は通路に放置せず、施設外に持ち出します。 

2) 新葉展開時に薬害が発生しやすいので、防除を行うときは換気をして早く薬液が乾く

ようにします。 

3) 各種殺ダニ剤に対して感受性の低下したナミハダニが増えています。殺ダニ剤の効果

に疑問を感じた場合は、各農林振興事務所または病害虫防除所にご相談下さい。 

4) ハダニ防除にカブリダニ製剤を導入しているほ場では、ハダニが一時的に増加しやす

い時期です。葉裏をよく観察して、ハダニ／カブリダニ比が 30 よりも大きい場合
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や、ハダニの発生のつぼが見られる場合は、カブリダニ製剤に影響の小さい殺ダニ剤

（マイトコーネフロアブルなど）を散布した後、チリカブリダニの追加放飼を行いま

す。 

5) ミツバチ、マルハナバチ放飼ハウスでは、ハチに対する安全期間を確かめて防除を行

います。 

 

（５）アザミウマ類 

予報内容  発生時期：平年並   発生量：平年並 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生ほ場率は 18％、100 花あたりの平均寄生頭数は 2.0 頭

でした。 

防除上の注意事項 

1) 秋にアザミウマ類が侵入したイチゴハウスでは春の増殖、加害が始まる時期です。発

生ほ場では３月上旬までに防除します。 

2) アザミウマ類の成虫は、開花している花に集まります。白紙の上で花房をたたいて、

紙の上に落ちるアザミウマ類を確認します。アザミウマ類が 10 花あたり 1 頭以上確

認されると直ちに防除が必要です。 

3) 発生が認められたほ場では、スピノエース顆粒水和剤などを散布します。ただし、ハ

ダニ防除にカブリダニ製剤を使用しているほ場では、ミカンキイロアザミウマ、ネギ

アザミウマが中心の場合はファインセーブフロアブル、ヒラズハナアザミウマが中心

の場合はベネビア OD を散布します。 

4) ミツバチ、マルハナバチ放飼ハウスでは、ハチに対する安全期間を確かめて防除を行

います。 

5) 殺虫剤の効果に疑問を感じた場合は、各農林振興事務所または病害虫防除所に相談し

ます。 

6) イチゴの後作にトマトを栽培するほ場において、イチゴでアザミウマ類の発生を認め

た場合、後作のトマトで発生しないように、イチゴの栽培終了後にハウスを閉め切

り、期間を十分に取って蒸し込みます。 

 

２．ホウレンソウ 

（１）べと病 

予報内容  発生時期：平年並  発生量：平年並 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生は認められませんでした。 

2) 今後、気温の上昇により発生に好適な条件となり、降雨によって感染が拡大する恐れ

があります。 

防除上の注意事項 

1) 発病株は伝染源となるので、見つけ次第、除去処分するとともに、収穫残さはハウス

周辺には放置せず、袋詰め・発酵させるなどして処分します。 

2) 平均気温 8～18℃で、曇雨天が続きハウス内が多湿になると、発生しやすいので、温

度、かん水、通風など栽培管理に注意します。 

3) 前作で、べと病が発生していたほ場では、は種時にリドミル粒剤２を全面土壌混和処

理し、その後も薬剤による予防に努めます。 

4) レース１～10 抵抗性の品種を使用していても、べと病が発生する可能性がありますの

で、春の天候不順時には薬剤による予防に努めます。 

 

（２）ホウレンソウケナガコナダニ 

予報内容  発生時期：平年並  発生量：多い 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生ほ場率 60％、平均寄生株率は 16％でした。 
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2) 冬期の気温が高く推移したので発生量が増加しています。 

防除上の注意事項 

1) 本葉２葉期のカスケード乳剤、４～６葉期のアファーム乳剤の散布を組み合わせた体

系防除を行います。 

2) 間引き株や収穫残さはハウス内にすき込まず、ハウス外に持ち出し処分します。 

3) 土づくりに未熟な有機物（稲わら、もみがら、未熟な牛糞堆肥等）を投入すると発生

を助長します。できるだけ腐熟させた堆肥を利用し、過剰な投入を避けます。 

                                                  

（３）モモアカアブラムシ類 

予報内容  発生時期：平年並  発生量：平年並 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生は認められませんでした。 

防除上の注意事項 

1) 冬期の気温が高く推移しているので、今後の増加を警戒します。発生初期に葉裏に寄

生しているアブラムシは見つけにくいので、葉をめくって発生の有無を確認します。

特に、葉の縮れや株の萎縮が見られたら注意して観察します。 

2) ネオニコチノイド系薬剤に対する感受性の低下は確認されていませんので、登録のあ

る薬剤を使用して初期防除に努めます。 

 

３．ネ ギ 

（１）べと病 

予報内容  発生時期：平年並  発生量：平年並 

予報の根拠 

1) ２月下旬の巡回調査では、発生は認められませんでした。 

2) 今後、気温の上昇により、発生に好適な条件となります。 

防除上の注意事項 

1) 発病株は伝染源となるので、見つけ次第、除去処分するとともに、発病残さはほ場周

辺には放置せず、袋詰めして処分します。 

2) 昨年、べと病が発生していたほ場では、薬剤による予防に努めます。 

3) 多湿条件が続くと発生しますので、ほ場の排水に注意します。また、降雨前に予防散

布を行います。 

 

お問い合わせは 
       奈良県病害虫防除所       TEL.0744－47－4481  

  
その他関連情報は以下をご覧下さい 

病害虫防除所ホームページ   

http://www.jppn.ne.jp/nara/  

奈良県農薬情報システム（農作物病害虫・雑草防除指導指針） 

http://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/top/nara 

 


